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1. SOAはどこから来たか?1. 1. SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
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CORBACORBA

SOAはどこから来たか?
Old Wine in New Bottle?

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
Old Wine in New Bottle?Old Wine in New Bottle?

Webサービスは何も新しくない?
CORBAがあったではないか?
同じ味なら「もう飲み飽きた」?

本質的な違いはあるか?

WebWebサービスは何も新しくないサービスは何も新しくない??
CORBACORBAがあったではないかがあったではないか??
同じ味なら「もう飲み飽きた」同じ味なら「もう飲み飽きた」??

本質的な違いはあるか本質的な違いはあるか??
CORBA, COMCORBA, COM
相互運用性相互運用性,,

プラットフォーム独立プラットフォーム独立

WebWebサービスサービス
相互運用性相互運用性,,

プラットフォーム独立プラットフォーム独立, , 
……

WebWebサービスサービス
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SOAはどこから来たか?
分散オブジェクト環境の「失敗」から

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
分散オブジェクト環境の「失敗」から分散オブジェクト環境の「失敗」から

目標として, 達成できなかったこと
相互運用性, プラットフォーム独立性
目標として目標として, , 達成できなかったこと達成できなかったこと

相互運用性相互運用性, , プラットフォーム独立性プラットフォーム独立性

クライアント/サーバ
とインターネットの
アーキテクチャ不適合

クライアントクライアント//サーバサーバ
とインターネットのとインターネットの
アーキテクチャ不適合アーキテクチャ不適合

分散オブジェクト環境, EAI/MOMが分散オブジェクト環境分散オブジェクト環境, EAI/MOM, EAI/MOMがが

新たに起きた環境の変化

インターネット, e-Business
新たに起きた環境の変化新たに起きた環境の変化

インターネットインターネット, e, e--BusinessBusiness

SOC(ServiceSOC(Service--Oriented Oriented 
Computing): Computing): 「サービス」「サービス」
＝新たなプラットフォーム＝新たなプラットフォーム

複数標準の対立
(CORBA, COM)
複数標準の対立複数標準の対立
(CORBA, COM)(CORBA, COM)

SOSOAA(Service(Service--Oriented Oriented 
ArchitectureArchitecture): ): 
動的アーキテクチャ動的アーキテクチャ

EAI: Enterprise Application Integration, MOM: Message-Oriented Middleware
CORBA: Common Object Request Broker Architecture, COM: Component Object Model



All Rights Reserved, Copyright Mikio Aoyama, 20045

SOAはどこから来たか?
コンポーネントからサービスへ

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
コンポーネントからコンポーネントからサービスへサービスへ

90年代: コンポーネント技術 ⇒ 2000年代: サービス技術9090年代年代: : コンポーネント技術コンポーネント技術 ⇒⇒ 20002000年代年代: : サービス技術サービス技術

第4世代
サービス

第3世代
エンタープライズ

第2世代
クライアント/サーバ

第1世代:
スタンドアローン

199119911991 199319931993 1996-719961996--77 1998-919981998--99

ActiveXActiveXActiveX
COMCOMCOM DCOMDCOMDCOM

WindowsNT4.0WindowsNT4.0WindowsNT4.0WindowsWindowsWindows

JavaBeansJavaBeansJavaBeans EJB(Enterprise
JavaBeans

EJB(EnterpriseEJB(Enterprise
JavaBeansJavaBeans
フレームワーク

(San Francisco) 
フレームワークフレームワーク

(San Francisco) (San Francisco) 

CORBA1.0(91)CORBA1.0(91)CORBA1.0(91) CORBA2.0(96)
IIOP

CORBA2.0(96)CORBA2.0(96)
IIOPIIOP

CORBA3.0
コンポーネント
モデル

CORBA3.0CORBA3.0
コンポーネントコンポーネント
モデルモデル

JiniJiniJini

UPnPUPnPUPnP
WindowsDNAWindowsDNAWindowsDNA
COM+COM+COM+
Windows2000Windows2000Windows2000

クライアントクライアントクライアント

サーバサーバサーバ

ネットワークネットワークネットワーク

OLE1.0OLE1.0OLE1.0 OLE2.0OLE2.0OLE2.0
COMCOMCOM SOAP,

UDDI, WSDL
SOAP,

UDDI, WSDL

e-speakee--speakspeak

現在

2000-20002000--

BizTalkBizTalkBizTalk

.NET 
Framework

.NET .NET 
FrameworkFramework

Oracle
Dynamic
Services

OracleOracle
DynamicDynamic
ServicesServices

Sun ONESun ONESun ONE

VBXVBXVBX OCXOCXOCX ActiveXActiveXActiveX ActiveXActiveXActiveX

ebXML
RosettaNet

ebXML
RosettaNet
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SOAはどこから来たか?
企業システム統合(EAI)のコンセプト

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
企業システム統合企業システム統合(EAI)(EAI)のコンセプトのコンセプト

EAI(Enterprise Application Integration)
異なるアプリケーションを統合する技術体系とソフトウェア
アーキテクチャ

アプリケーション単位(疎粒度): ERPなどを中心とする統合

EAI(Enterprise Application Integration)EAI(Enterprise Application Integration)
異なるアプリケーションを統合する技術体系とソフトウェア異なるアプリケーションを統合する技術体系とソフトウェア
アーキテクチャアーキテクチャ

アプリケーション単位アプリケーション単位((疎粒度疎粒度): ERP): ERPなどを中心とする統合などを中心とする統合

EAI EAI EAI 

Windows GUIWindows GUIWindows GUI Web GUIWeb GUIWeb GUI

アプリサーバアプリサーバアプリサーバ

パッケージ
アプリ

パッケージパッケージ
アプリアプリ

アプリサーバアプリサーバアプリサーバ

レガシー
アプリ
レガシーレガシー
アプリアプリ

DBDB DBDB

Windows GUIWindows GUIWindows GUI Web GUIWeb GUIWeb GUI

アプリサーバアプリサーバアプリサーバ

パッケージ
アプリ

パッケージパッケージ
アプリアプリ

アプリサーバアプリサーバアプリサーバ

レガシー
アプリ
レガシーレガシー
アプリアプリ

DBDB DBDB
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SOAはどこから来たか?
EAIのアプローチ: ブローカアーキテクチャ

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
EAIEAIののアプローチアプローチ: : ブローカアーキテクチャブローカアーキテクチャ

標準統合アーキテクチャの提供
メッセージブローカとインタフェースアダプタの提供

ベンダ個別インタフェースの問題: アダプタだらけ

標準統合アーキテクチャの提供標準統合アーキテクチャの提供
メッセージブローカとインタフェースアダプタの提供メッセージブローカとインタフェースアダプタの提供

ベンダ個別インタフェースの問題ベンダ個別インタフェースの問題: : アダプタだらけアダプタだらけ

統合ミドルウェア統合ミドルウェア統合ミドルウェア

クライアント

アダプタアダプタ

アダプタ:
既存ソフトウェア
を変更不要とする

アダプタ:
既存ソフトウェア
を変更不要とする Webサーバ

アプリ
ケーション
サーバ

データベース
サーバ

メッセージブローカ
(Message Broker)

（MOM: Message-Oriented
Middleware）

情報ブローカ
(Information Broker)

情報ブローカ
(Information Broker)

プロセスブローカ
(Process  Broker)

ビジネスプロセス統合
データ統合データ統合

非同期通信ミドルウェア
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SOAはどこから来たか?
新たなインタフェースモデルの研究

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
新たなインタフェースモデルの研究新たなインタフェースモデルの研究

CORBA, COMを超えるインタフェースモデルの開発
Web上のメタ言語によるインタフェース定義[青山ほか]

1997年: SCL(Software Commerce Language): HTML
のメタタグを使用したインタフェース定義言語

1999年: XSCL (eXtensible SCL): XMLを使用したインタ
フェース定義言語

類似の研究

BML(Bean Markup Language) S. Weeraranawa, IBM 
T J Watson Research Center <WSDLのリードアーキテク
ト> ほか

CORBA, COMCORBA, COMを超えるインタフェースモデルの開発を超えるインタフェースモデルの開発

WebWeb上のメタ言語によるインタフェース定義上のメタ言語によるインタフェース定義[[青山ほか青山ほか]]
19971997年年: : SCL(SoftwareSCL(Software Commerce Language): HTMLCommerce Language): HTML
のメタタグを使用したインタフェース定義言語のメタタグを使用したインタフェース定義言語

19991999年年: XSCL (: XSCL (eXtensibleeXtensible SCL): XMLSCL): XMLを使用したインタを使用したインタ

フェース定義言語フェース定義言語

類似の研究類似の研究

BML(BeanBML(Bean Markup Language) S. Markup Language) S. WeeraranawaWeeraranawa, IBM , IBM 
T J Watson Research Center <WSDLT J Watson Research Center <WSDLのリードアーキテクのリードアーキテク
トト> > ほかほか
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コンピューティングシステムコンピューティングシステム
サービスの提供実体サービスの提供実体

SOAはどこから来たか?
サービス指向ソフトウェア(SOC)とその位置づけ

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
サービスサービス指向ソフトウェア指向ソフトウェア(SOC)(SOC)とそとその位置づけの位置づけ

サービス=Web上で共通に利用可能なソフトウェアの機能
共通の言語基盤: XMLでインタフェースをラッピング

サービス指向ソフトウェア(SOC: Service-Oriented Computing)
Webサービス, ピアサービス, グリッドサービス, モバイルサービス

サービス=Web上で共通に利用可能なソフトウェアの機能
共通の言語基盤: XMLでインタフェースをラッピング

サービス指向ソフトウェア(SOC: Service-Oriented Computing)
Webサービス, ピアサービス, グリッドサービス, モバイルサービス

コンピューティング空間
(コンポーネントなど)
コンピューティング空間コンピューティング空間
(コンポーネントなど)

検索検索検索
認証認証認証

カタログカタログカタログ
プロファイルプロファイルプロファイル

ネゴシエーションネゴシエーションネゴシエーション

ビジネスシステムビジネスシステム
ビジネスプロセスなどビジネスプロセスなど

サービスサービス指向ソフトウェア指向ソフトウェア
サービスとその組合せサービスとその組合せ

ビジネス空間

サービス空間サービス空間

参考文献参考文献: : 青山青山 幹雄，ソフトウェアサービス技術へのいざない，情報処理，幹雄，ソフトウェアサービス技術へのいざない，情報処理，Vol.42, No. 9, Sep. 2001, Vol.42, No. 9, Sep. 2001, 
pp. 857pp. 857--862.862.
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SOAはどこから来たか?
ビジョンと現実

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
ビジョンビジョンと現実と現実

サービス＝単一共通基盤

IBM, Microsoft, Sun, Oracle, 
…

サービス＝単一共通基盤サービス＝単一共通基盤

IBM, Microsoft, Sun, Oracle, IBM, Microsoft, Sun, Oracle, 
……

「すべての鍵は
インテグレーションと
インフラストラクチャ

が握る」
IBM CEO（当時）
ガースナー, 
e-business 

Conference Expo.,
2000年12月]

「すべての鍵は「すべての鍵は
インテグレーションとインテグレーションと
インフラストラクチャインフラストラクチャ

が握る」が握る」
IBM IBM CEOCEO（当時）（当時）
ガースナーガースナー, , 
ee--business business 

Conference ExpoConference Expo.,.,
20002000年年1212月月]]
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空港系空港系営業系営業系

管理系管理系

SOAはどこから来たか?
Ｉ（統合）が付加価値を生む

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
Ｉ（統合）が付加価値を生むＩ（統合）が付加価値を生む

航空旅客業務システム
業務プロセスの統合: 予約から顧客管理まで統合
チャネル拡大: 他社, 他旅行業務システム(ホテル, レンタカー等)と統合

航空航空旅客業務システム旅客業務システム
業務プロセスの統合業務プロセスの統合: : 予約から顧客管理まで統合予約から顧客管理まで統合

チャネル拡大チャネル拡大: : 他社他社, , 他旅行業務システム他旅行業務システム((ホテルホテル, , レンタカー等レンタカー等))と統合と統合

他航空会社
(SABRE等) 旅客旅客

イールド管理
顧客管理

(FFP)

収入管理
搭乗実績
販売統計

在庫管理
予約管理

スケジュール/
空席照会

ツアー
予約

運賃計算
発券

塔乗手続
（チェックイン）

搭載
管理

発着情報

塔乗確認

塔乗確認/
紛失手荷物
追跡

他社便予約
自社便
予約

ホテル
予約

旅行会社への
提供機能

参考文献：青山幹雄ほか, 
航空とIT技術, 共立出版, 2001.
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SOAはどこから来たか?
ネットワーク＝ビジネス

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
ネットワーク＝ビジネスネットワーク＝ビジネス

ネットワーク型ビジネス: ネットワークがコアコンピタンス
予約業務の効率化から総合予約サービスによる価値増大へ

SABRE(アメリカン航空系), AXESS(日本航空系)
情報システムの進化がビジネスモデル創出: 収益管理, マイレージ

成功要因: 経営目標と情報システム開発が一致

インターネットによる加速

ネットワーク型ビジネスネットワーク型ビジネス: : ネットワークネットワークががコアコンピタンスコアコンピタンス

予約業務の効率化から総合予約サービス予約業務の効率化から総合予約サービスによる価値増大へによる価値増大へ

SABRE(SABRE(アメリカン航空系アメリカン航空系), AXESS(), AXESS(日本航空系日本航空系))
情報システムの進化がビジネス情報システムの進化がビジネスモデルモデル創出創出: : 収益管理収益管理, , マイレージマイレージ

成功要因成功要因: : 経営目標と情報システム開発が一致経営目標と情報システム開発が一致

インターネットによる加速インターネットによる加速

情報

航空券
電話予約システム

CRS

移動

店頭販売システム

CRS

航空券

情報

情報
インターネット・携帯電話
によるチケットレスサービス

インターネットCRS
CRS

CRS: Computer Reservation System 

参考文献: 青山 幹雄, 情報技術と航空の共進化：グローバルな航空ITネットワークの形成, 情報処理, 
Vol. 44, No. 12, Dec. 2003, pp. 1253-1259.
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SOAはどこから来たか?
(企業)情報システムの進化
SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
((企業企業))情報システムの進化情報システムの進化

システムモデルの進化
組織内統合(個・点)からネットワークによる組織間連携(社会・面)へ
ストックからフローの制御へ

組織間連携技術の必要性

システムシステムモデルの進化モデルの進化

組織内統合組織内統合((個・点個・点))からネットワークによる組織間連携からネットワークによる組織間連携((社会・面社会・面))へへ
ストックからフローの制御へストックからフローの制御へ

組織間連携技術の必要性組織間連携技術の必要性

ネットワーク
企業システム
(組織間連携)
例: SCM, CRM

ネットワークネットワーク
企業システム企業システム
((組織間連携組織間連携))
例例: SCM, CRM: SCM, CRM

企業システム[80-90年代]
(組織内統合) 例: ERP
企業システム[80-90年代]
(組織内統合) 例: ERP

業務システム
例: 販売管理・在庫管理
業務システム
例: 販売管理・在庫管理

作業支援
例:データ入力
作業支援

例:データ入力

顧客顧客

AA社社ERPERP

情報統合情報統合

情報統合情報統合

A社
製造販売

AA社社
製造販売製造販売

B社
流通業者

BB社社
流通業者流通業者

C社
供給者

CC社社
供給者供給者

BB社社
ERPERP

販売
管理
販売販売
管理管理

製造
管理
製造製造
管理管理

情報フロー情報フロー情報フロー

情報ストック情報ストック
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B2C, P2PB2C, P2P
「個」へ直接繋がる「個」へ直接繋がる
サービスの統合サービスの統合

[[販売販売, , 保守保守, , 融資融資]]

B2B, B2M2BB2B, B2M2B
組織間ビジネス連携・統合組織間ビジネス連携・統合
新たなビジネスモデル新たなビジネスモデル

[SCM, e[SCM, eマーケットプレイスマーケットプレイス]]

SOAはどこから来たか?
統合＝付加価値を極大化する戦略

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
統合＝付加価値を極大化する戦略統合＝付加価値を極大化する戦略

流通流通 製造製造

end-to-endのe-ビジネスプロセス全体の最適化end-to-endのe-ビジネスプロセス全体の最適化
不
特
定
多
数

不
特
定
多
数

CRMCRM SCMSCMSCMSCM

組織間連携がもたらす付加価値の増大
コスト削減: 組織内では達成できないプロセス全体の最適化
付加価値の増大: サービス統合, ビジネスモデル創出, 俊敏性

組織間連携がもたらす付加価値の増大組織間連携がもたらす付加価値の増大
コスト削減コスト削減: : 組織内では達成できないプロセス全体の最適化組織内では達成できないプロセス全体の最適化

付加価値の増大付加価値の増大: : サービス統合サービス統合, , ビジネスモデル創出ビジネスモデル創出, , 俊敏性俊敏性

販売販売グローバル市場グローバル市場
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SOAはどこから来たか?
分散オブジェクト環境の限界

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
分散オブジェクト環境分散オブジェクト環境のの限界限界

分散オブジェクト環境のアーキテクチャ不適合

クライアント/サーバ: 閉じた・密結合アーキテクチャの問題
クライアント内リポジトリでサーバを特定: 閉じたネットワークが前提
状態結合(State-full)モデル: 密結合

異なる標準(プラットフォーム)間の相互運用性の問題
固有インタフェース: 異なる分散オブジェクト環境間の連携が困難

組織間ネットワーク連携の問題

バイナリプロトコル: ファイヤウォールを越えた連携が困難

分散オブジェクト環境分散オブジェクト環境のアーキテクチャ不適合のアーキテクチャ不適合

クライアントクライアント//サーバサーバ: : 閉じた・密結合アーキテクチャの問題閉じた・密結合アーキテクチャの問題

クライアント内リポジトリでサーバを特定クライアント内リポジトリでサーバを特定: : 閉じたネットワークが前提閉じたネットワークが前提

状態結合状態結合(State(State--full)full)モデルモデル: : 密結合密結合

異なる異なる標準標準((プラットフォームプラットフォーム))間の間の相互運用相互運用性の問題性の問題

固有インタフェース固有インタフェース: : 異なる分散オブジェクト環境間異なる分散オブジェクト環境間のの連携が困難連携が困難

組織間ネットワーク連携の問題組織間ネットワーク連携の問題

バイナリプロトコルバイナリプロトコル: : ファイヤウォールを越えた連携が困難ファイヤウォールを越えた連携が困難

よりより高い高い抽象度の共通化抽象度の共通化
独立性の高いアーキテクチャ独立性の高いアーキテクチャ

SOSOAA((サービス指向サービス指向
アーキテクチャアーキテクチャ))
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SOAはどこから来たか?
分散オブジェクト環境/EAIからWebサービスへ

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
分散オブジェクト環境分散オブジェクト環境/EAI/EAIからからWebWebサービスへサービスへ

分散オブジェクト環境, EAIからWebサービスで統一へ分散オブジェクト環境, EAIからWebサービスで統一へ

EAIEAI
19951995年頃～年頃～

対象対象: ERP: ERPを中心とするアプリケーション統合を中心とするアプリケーション統合
スコープスコープ::企業全体企業全体((企業内企業内))

基盤技術基盤技術: : メッセージ指向ミドルウェアとメッセージ指向ミドルウェアと
インタフェースアダプタインタフェースアダプタ
標準化標準化: : なしなし((ベンダ固有ベンダ固有))

分散オブジェクト環境分散オブジェクト環境
19901990年頃～年頃～

対象対象: : オブジェクト指向アプリケーション開発オブジェクト指向アプリケーション開発
スコープスコープ: : 単一アプリ単一アプリ((クライアントクライアント//サーバサーバ))
基盤技術基盤技術: : オブジェクト指向ミドルウェアオブジェクト指向ミドルウェア//

アプリケーションフレームワークアプリケーションフレームワーク
((遠隔手続き呼出し遠隔手続き呼出し))

標準化標準化: : 複数標準の並立複数標準の並立, , 相互運用困難相互運用困難

Webサービス
2000年～

対象: オブジェクトから
アプリケーションまで
スコープ: 企業間

基盤技術: XMLベースの
Web上のメッセージング

(遠隔手続き呼出し/
メッセージ)

標準化: 基盤技術の
統一 (SOAP, WSDL, 

UDDIなど)

WebWebサービスサービス
20002000年～年～

対象対象: : オブジェクトからオブジェクトから
アプリケーションまでアプリケーションまで
スコープスコープ: : 企業間企業間

基盤技術基盤技術: XML: XMLベースのベースの
WebWeb上のメッセージング上のメッセージング

((遠隔手続き呼出し遠隔手続き呼出し//
メッセージメッセージ))

標準化標準化: : 基盤技術の基盤技術の
統一統一 (SOAP, WSDL, (SOAP, WSDL, 

UDDIUDDIなどなど))
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SOAはどこから来たか?
オブジェクト・コンポーネント・サービス

SOASOAはどこから来たかはどこから来たか??
オブジェクト・コンポーネント・サービスオブジェクト・コンポーネント・サービス

サービスサービス
リクエスタリクエスタ

オブジェクトオブジェクトオブジェクト

ASP
[パッケージ
ソフトウェア］

ASPASP
[[パッケージパッケージ
ソフトウェア］ソフトウェア］

サービス
ブローカ
サービスサービス
ブローカブローカ

サービスサービスサービス
サービス
プロバイダ
サービスサービス
プロバイダプロバイダ

オブジェクト＝
実装のカプセル化
オブジェクト＝オブジェクト＝
実装のカプセル化実装のカプセル化

コンポーネント技術コンポーネント技術コンポーネント技術

インテグレーション(分散オブジェクト)インテグレーションインテグレーション((分散オブジェクト分散オブジェクト))

コンポーネントコンポーネントコンポーネント コンポーネントコンポーネントコンポーネント

アーキテクチャアーキテクチャ
コンポーネント
＝オブジェクト
のカプセル化

コンポーネントコンポーネント
＝オブジェクト＝オブジェクト
のカプセル化のカプセル化

WebWebサービスサービス
技術技術

サービス＝
コンポーネント
のカプセル化

サービス＝サービス＝
コンポーネントコンポーネント
のカプセル化のカプセル化

EDI/EDI/
電子電子
商取引商取引
(SCM,(SCM,
eMPeMP))

開発技術と開発技術と
基盤技術基盤技術

サービス提供技術サービス提供技術 ee--ビジネスビジネス

インターネット上でソフトウェアをサービスとして利用

進化の3つの推進力: コンポーネント技術, ASP, e-ビジネス
インターネット上でソフトウェアをサービスとして利用インターネット上でソフトウェアをサービスとして利用

進化の進化の33つの推進力つの推進力: : コンポーネント技術コンポーネント技術, ASP, e, ASP, e--ビジネスビジネス
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2. SOAの現在2. 2. SOASOAの現在の現在
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SOAの現在
SOAの本質的特性

SOASOAの現在の現在
SOASOAの本質的特性の本質的特性

SOA=動的アーキテクチャ
クライアント/サーバからパブリッシュ/サブスクライブ
(Publish/Subscribe)アーキテクチャへ
設計時から実行時Lookupへ: コンテンツベース(意味
ベース)のサービス発見・接続
コンポーネントの所有からサービスの利用へ

ソフトウェア(コンポーネント)の動的結合
コンポーネント指向: 部品の動的(実行時)組合せ
サービス指向: サービス(部品)の動的な発見と組合せ

SOA=SOA=動的アーキテクチャ動的アーキテクチャ

クライアントクライアント//サーバからパブリッシュサーバからパブリッシュ//サブスクライブサブスクライブ
(Publish/Subscribe)(Publish/Subscribe)アーキテクチャへアーキテクチャへ

設計時から実行時設計時から実行時LookupLookupへへ: : コンテンツベースコンテンツベース((意味意味
ベースベース))のサービス発見・接続のサービス発見・接続

コンポーネントの所有からサービスの利用へコンポーネントの所有からサービスの利用へ

ソフトウェアソフトウェア((コンポーネントコンポーネント))の動的結合の動的結合

コンポーネント指向コンポーネント指向: : 部品の動的部品の動的((実行時実行時))組合せ組合せ

サービス指向サービス指向: : サービスサービス((部品部品))の動的なの動的な発見発見と組合せと組合せ
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バインド(Bind)[結合]バインドバインド(Bind)[(Bind)[結合結合]]

SOAの現在
パブリッシュ/サブスクライブアーキテクチャ

SOASOAの現在の現在
パブリッシュパブリッシュ//サブスクライブサブスクライブアーキテクチャアーキテクチャ

パブリッシュ/サブスクライブ(Publish-Find-Bind) パターン
リクエスタ, プロバイダは相互に直接知る必要がない
事前(計画, 設計段階)ではなく, 実行時(買い物する時)に知る

現実社会のビジネスモデルに相似

パブリッシュパブリッシュ//サブスクライブサブスクライブ(Publish(Publish--FindFind--Bind) Bind) パターンパターン
リクエスタリクエスタ, , プロバイダは相互に直接知る必要がないプロバイダは相互に直接知る必要がない

事前事前((計画計画, , 設計段階設計段階))ではなくではなく, , 実行時実行時((買い物する時買い物する時))に知るに知る

現実社会のビジネスモデルに相似現実社会のビジネスモデルに相似

公開(Publish)公開公開(Publish)(Publish)探索(Find)探索探索(Find)(Find)
サービス
リクエスタ

サービス
プロバイダ

サービスブローカ
(UDDIレジストリ)

生産者生産者消費者消費者
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SOAの現在
パブリッシュ/サブスクライブアーキテクチャ

SOASOAの現在の現在
パブリッシュパブリッシュ//サブスクライブサブスクライブアーキテクチャアーキテクチャ

仲介(サービスブローカ)によるサービス群の動的組合せ
UDDIレジストリ: Publish-Subscribeアーキテクチャ[疎結合]
出版社と購読者との関係（直接的関係はない)

ブローカ: メディエータアーキテクチャ[結合＝本屋]
サービスの動的発見・組合せの仲介

仲介仲介((サービスブローカサービスブローカ))によるサービス群の動的組合せによるサービス群の動的組合せ
UDDIUDDIレジストリレジストリ: Publish: Publish--SubscribeSubscribeアーキテクチャアーキテクチャ[[疎結合疎結合]]
出版社と購読者との関係（直接的関係はない出版社と購読者との関係（直接的関係はない))

ブローカブローカ: : メディエータアーキテクチャメディエータアーキテクチャ[[結合＝本屋結合＝本屋]]
サービスの動的発見・組合せの仲介サービスの動的発見・組合せの仲介

(2)探索

サービスインタフェースサービスインタフェース
記述記述(WSDL)(WSDL)

サービス
リクエスタ
サービスサービス
リクエスタリクエスタ

サービス
ブローカ
サービスサービス
ブローカブローカ

サービスプロバイダサービスプロバイダサービスプロバイダ

SOAP
対応
Web
サーバ

SOAPSOAP
対応対応
WebWeb
サーバサーバ

UDDIサーバUDDIUDDIサーバサーバ

UDDIUDDIレジストリレジストリ

ササ
||
ビビ
スス

配置

登録

サービスサービス((プログラムプログラム))実装実装

①探索

②発見 (3)発見

(1)要求

③要求 ④起動

⑥応答 ⑤応答

(4)要求 (5)起動

(6)応答(7)応答(8)応答

要求のルーティング

サービスロケサービスロケ
ータとも呼ぶータとも呼ぶ
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SOAの現在
コンテンツ/意味ベースのサービス発見・接続

SOASOAの現在の現在
コンテンツコンテンツ//意味ベースのサービス発見・接続意味ベースのサービス発見・接続

意味ベース(内容に基づく発見と接続)
仮想化, 抽象化: 物理アドレスから意味アドレスへ
動的な接続: 設計時から実行時に接続の選択

柔軟性と実行時間のトレードオフ

意味ベース意味ベース((内容に基づく発見と接続内容に基づく発見と接続))
仮想化仮想化, , 抽象化抽象化: : 物理アドレスから意味アドレスへ物理アドレスから意味アドレスへ

動的な接続動的な接続: : 設計時から実行時に接続の選択設計時から実行時に接続の選択

柔軟性と実行時間のトレードオフ柔軟性と実行時間のトレードオフ

クライアントクライアントクライアント サーバサーバサーバ

ディレクトリディレクトリ

分散オブジェクトアーキテクチャ

・クライアント内での

直接Lookup
・仲介サービスの欠如

・仮想化の弱さ: アドレスベース

サービスアーキテクチャ

・属性ベースのLookup: 意味定義
・個別名前空間

・サービス仲介: 問合せ＋コンテンツベース
・統一したサービスモデル

リクエスタリクエスタリクエスタ

RPC
プログラム
インタフェース

RPCRPC
プログラムプログラム
インタフェースインタフェース

p1.print(x)p1.print(x)

ディレクトリ＋メタデータディレクトリ＋メタデータ

サービスブローカサービスサービスブローカブローカ

解像度解像度600dpi600dpiのプリンタへ印刷のプリンタへ印刷
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要求ユーザ
(クライアントまたはサーバ)

SOAの現在
コンポーネントの所有からサービスの利用へ

SOASOAの現在の現在

コンポーネントの所有からサービスの利用へコンポーネントの所有からサービスの利用へ

所有から利用へ: Web上での分散統合=連邦型サービス
アーキテクチャ(Federated Service Architecture)
ユーザにおける部品の組合せからプロバイダにおけるサービス
(結果)の利用と組合せへ
個別名前空間: 特定の相手間で意味定義を共有

所有から利用へ所有から利用へ: Web: Web上での分散統合上での分散統合==連邦型サービス連邦型サービス
アーキテクチャアーキテクチャ(Federated Service Architecture)(Federated Service Architecture)
ユーザにおける部品の組合せからプロバイダにおけるサービスユーザにおける部品の組合せからプロバイダにおけるサービス
((結果結果))の利用と組合せへの利用と組合せへ

個別名前空間個別名前空間: : 特定の相手間で意味定義を共有特定の相手間で意味定義を共有

コンポーネントコンポーネント
コンポー
ネント

コンポー
ネント

ミドルウェアミドルウェア

サービス
リクエスタ

(クライアント
もしくは
サーバ)

サービス
プロバイダ

サービス
(コンポー
ネント)

部品の所有

要求

応答

サービスの動的な発見と組み合わせ

サービス(結果)の利用

個別名前空間
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SOAの現在
主要基盤技術の成熟とビジネスプロセスでの競争

SOASOAの現在の現在

主要基盤主要基盤技術技術の成熟とビジネスプロセスでの競争の成熟とビジネスプロセスでの競争
XMLベースのソフトウェア技術の階層的体系化
サービスの記述, 公開・検索, メッセージング, 結合・実行
情報の意味表現の利用

基盤技術(SOAP, WSDL, UDDI)は安定化
ビジネスプロセスによるサービスの組み合わせ, セキュリティ等が課題

XMLXMLベースのベースのソフトウェア技術の階層的体系化ソフトウェア技術の階層的体系化
サービスの記述サービスの記述, , 公開・検索公開・検索, , メッセージングメッセージング, , 結合・実行結合・実行

情報の意味表現の利用情報の意味表現の利用

基盤技術基盤技術(SOAP, WSDL, UDDI)(SOAP, WSDL, UDDI)は安定化は安定化

ビジネスプロセスによるサービスの組み合わせビジネスプロセスによるサービスの組み合わせ, , セキュリティ等が課題セキュリティ等が課題

メタデータ階層メタデータ階層メタデータ階層

トランスポート層トランスポート層トランスポート層 HTTP/SMTPHTTP/SMTPHTTP/SMTP

メッセージ層メッセージ層メッセージ層
SOAPとその拡張SOAPSOAPとその拡張とその拡張

サービスの
組合せ
サービスのサービスの
組合せ組合せ

サービス層サービス層サービス層 WSDLWSDLWSDL

XML SchemaXML SchemaXML Schema

オントロジー(WOL) オントロジーオントロジー(WOL) (WOL) 

ディレクトリディレクトリ
ebXMLebXMLebXML

公開・探索公開・探索

ebXMLレジストリebXMLebXMLレジストリレジストリ

UDDIUDDIUDDI

BPEL(4WS)BPEL(4WS)BPEL(4WS)

XMLXMLXML

BPSSBPSSBPSS

結合・実行結合・実行

WSILWSILWSIL

XML NamespaceXML NamespaceXML Namespace

WS-SecurityWSWS--SecuritySecurity

ビジネスモデルビジネスモデルビジネスモデル

サービスの
組合せ
サービスのサービスの
組合せ組合せ

ビジネス用語ビジネス用語ビジネス用語

ebXMLレジストリebXMLebXMLレジストリレジストリ

BPEL(4WS)BPEL(4WS)BPEL(4WS) BPSSBPSSBPSS
WOLWOLWOL記述記述

WSCIWSCIWSCI
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企業間オープン統合(Open B2B Integration)

企業間: B2BI(Business-to-Business Integration)

SOAの現在
Webサービスによる統合のビジネスパターン

SOASOAの現在の現在
WebWebサービスによる統合サービスによる統合ののビジネスパターンビジネスパターン

Webサービスによる統合の3段階
企業内: EAI ⇒特定企業間(B2BI) ⇒不特定企業間
異なるアーキテクチャ, プラットフォーム, ビジネスプロセス

統合範囲: EAI～B2BI
統合範囲の決定: セキュリティ, ビジネス慣行

WebWebサービスによる統合サービスによる統合のの33段階段階
企業内企業内: EAI : EAI ⇒⇒ 特定企業間特定企業間(B2BI) (B2BI) ⇒⇒不特定企業間不特定企業間

異なるアーキテクチャ異なるアーキテクチャ, , プラットフォームプラットフォーム, , ビジネスプロセスビジネスプロセス

統合範囲統合範囲: EAI: EAI～～B2BIB2BI
統合範囲の決定統合範囲の決定: : セキュリティセキュリティ, , ビジネス慣行ビジネス慣行

企業内: EAI (Enterprise
Application Integration)

A社

B社
関連会社
製造委託

(SCM)

マーケットプレイス

X社
Y社

Z社

プロジェクト

P社 Ｑ社

ERP



All Rights Reserved, Copyright Mikio Aoyama, 200426

SOAの現在
Webサービスによるシステム統合事例

SOASOAの現在の現在
WebWebサービスサービスによるシステム統合によるシステム統合事例事例

適用実績は増大しつつある
対象: EAI(inB)とB2BI, SOAP連携
形態: プロセス統合, サービス統合
効果: オープン性(クロスプラットフォーム)
取引範囲/市場の拡大, 標準技術による投資効果向上/期間短縮

対象: リッチクライアント
形態: クライアント/サービス間ソフトウェア連携(SOAP)
効果: クライアントの付加価値増大と独立性/柔軟性

課題
セキュリティなどのリスク

Webサービスによるインテグレーションのあり方(3段階)
オープンマーケット型統合のビジネスリスク

適用実績は増大適用実績は増大しつつあるしつつある
対象対象: : EAI(inBEAI(inB))ととB2BI, SOAPB2BI, SOAP連携連携
形態形態: : プロセス統合プロセス統合, , サービス統合サービス統合

効果効果: : オープン性オープン性((クロスプラットフォームクロスプラットフォーム))
取引範囲取引範囲//市場の拡大市場の拡大, , 標準技術による投資効果向上標準技術による投資効果向上//期間短縮期間短縮

対象対象: : リッチクライアントリッチクライアント
形態形態: : クライアントクライアント//サービス間ソフトウェア連携サービス間ソフトウェア連携(SOAP)(SOAP)
効果効果: : クライアントの付加価値増大と独立性クライアントの付加価値増大と独立性//柔軟性柔軟性

課題課題
セキュリティなどのリスクセキュリティなどのリスク

WebWebサービスによるインテグレーションのあり方サービスによるインテグレーションのあり方(3(3段階段階))
オープンマーケット型統合のビジネスリスクオープンマーケット型統合のビジネスリスク

参考文献参考文献: : 情報サービス産業協会情報サービス産業協会WebWebサービス調査委員会サービス調査委員会, , 平成平成1515年度年度WebWebサービス技術を用いたサービス技術を用いた
EE--ビジネスアプリケーションの事例と課題の調査研究報告書ビジネスアプリケーションの事例と課題の調査研究報告書, , 
http://www.jisa.or.jp/committee/websrv2/http://www.jisa.or.jp/committee/websrv2/
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SOAの現在
Webサービスの導入パターンとシステム統合

SOASOAの現在の現在
WebWebサービスの導入パターンサービスの導入パターンとシステム統合とシステム統合
Webサービスに適したビジネスとアプリケーションモデル
リスクと効果の見極め: EAI主体
WebWebサービスに適したビジネスとアプリケーションモデルサービスに適したビジネスとアプリケーションモデル

リスクと効果の見極めリスクと効果の見極め: EAI: EAI主体主体

参考文献: 田中達雄，青山幹雄，e-ビジネスの事例に基づくWebサービスビジネスパターン，オブジェクト指向最前線2003，情報処理学
会オブジェクト指向2003シンポジウム論文集，近代科学社，Aug. 2003, pp. 49-56. 

中中

中中

高高

低低

難易度難易度

Life Time Life Time 
FitnessFitness

NASDAQNASDAQ
イースト社イースト社

StorebrandStorebrand
Amazon, GoogleAmazon, Google

TelenorTelenorほかほか
事例事例

アウトソース利用により社内アウトソース利用により社内ITITリソースリソース
および人員にかかるおよび人員にかかるITITコスト削減コスト削減

自社自社他社他社
B2BB2Bサーサー
ビス利用ビス利用

自社のコアビジネスをサービスとして社自社のコアビジネスをサービスとして社
外に公開し新たなビジネスを創出外に公開し新たなビジネスを創出

自社のコアビジネスをサービスとして社自社のコアビジネスをサービスとして社
外に公開し新たなビジネスを創出外に公開し新たなビジネスを創出

社内のインテグレーションコストを削減社内のインテグレーションコストを削減

効効 果果

個人個人

他社他社

自社自社

利用者利用者提供者提供者パターンパターン

自社自社
B2CB2Cサーサー
ビス提供ビス提供

自社自社
B2BB2Bサーサー
ビス提供ビス提供

自社自社EAIEAI

Webサービス利用者Webサービス提供者

自社 自社

他社 他社

個人

Webサービス利用者Webサービス提供者

自社 自社

他社 他社

個人

自社が
提供者
の場合

自社が
利用者
の場合

パターン1
パターン2
パ
タ
ー
ン3

パターン1

パタ
ーン

4
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SOAの現在
(リッチ)クライアント主導統合: NASDAQ

SOASOAの現在の現在
((リッチリッチ))クライアントクライアント主導統合主導統合: NASDAQ: NASDAQ

NASDAQ Investor’s Assistant
NASQAQ, Microsoft, PricewaterhouseCoopersの
共同プロジェクト(http://www.nasdaq.com)
NASDAQの財務データ(21社)をWebサービス(SOAP)と
してクライアントのExcelから利用して分析などが可能
財務データの表現: XBRL (eXtensible Business 
Reporting Language)
米国公認会計士協会が中心となって定めた, XMLを用いて財務
諸表を表現する言語(http://www.xbrl-jp.org/)

NASDAQ InvestorNASDAQ Investor’’s Assistants Assistant
NASQAQ, Microsoft, PricewaterhouseCoopersNASQAQ, Microsoft, PricewaterhouseCoopersのの
共同プロジェクト共同プロジェクト(http://(http://www.nasdaq.comwww.nasdaq.com))
NASDAQNASDAQの財務データの財務データ(21(21社社))ををWebWebサービスサービス(SOAP)(SOAP)とと
してクライアントのしてクライアントのExcelExcelから利用して分析などが可能から利用して分析などが可能

財務データの表現財務データの表現: XBRL (: XBRL (eXtensibleeXtensible Business Business 
Reporting Language)Reporting Language)
米国公認会計士協会が中心となって定めた米国公認会計士協会が中心となって定めた, XML, XMLを用いて財務を用いて財務
諸表を表現する言語諸表を表現する言語((http://www.xbrlhttp://www.xbrl--jp.orgjp.org/)/)

NASDAQ
(サービスプロバイダ)

NASDAQ
(サービスプロバイダ)

Web
サービス

Web
サービス

財務
データ

リクエストリクエスト
(SOAP/HTTP)(SOAP/HTTP)

レスポンスレスポンス
(XBRL/SOAP/HTTP)(XBRL/SOAP/HTTP)

Excel(マクロ)
(サービスリクエスタ)

Excel(マクロ)
(サービスリクエスタ)

分析
加工

分析
加工
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SOAの現在
(リッチ)クライアント主導統合: NASDAQ

SOASOAの現在の現在
((リッチリッチ))クライアントクライアント主導統合主導統合: NASDAQ: NASDAQ

NASDAQ Investor’s Assistantの利用例NASDAQ InvestorNASDAQ Investor’’s Assistants Assistantの利用例の利用例
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SOAの現在
(リッチ)クライアント主導統合: MS Office 2003

SOASOAの現在の現在
((リッチリッチ))クライアントクライアント主導統合主導統合: MS Office 2003: MS Office 2003
マイクロソフト Office 2003 Research Services

OfficeをWebサービスクライアントとする
Word, Excel, PowerPointなどからWebサービスを起
動可能(例: Word文書の文字列のクリックで起動)

Office 2003 Research Services: 翻訳, ほか
サードベンダWebサービス: Amazon Web Service, Google 
Web API Services, ほか

従来のコンポーネント(DLL)による拡張との違い: クライア
ント側の変更不要(Smart Tagを使用しない場合)

マイクロソフトマイクロソフト Office 2003 Research ServicesOffice 2003 Research Services
OfficeOfficeををWebWebサービスクライアントとするサービスクライアントとする

Word, Excel, PowerPointWord, Excel, PowerPointなどからなどからWebWebサービスを起サービスを起
動可能動可能((例例: Word: Word文書の文字列のクリックで起動文書の文字列のクリックで起動))

Office 2003 Research Services: Office 2003 Research Services: 翻訳翻訳, , ほかほか
サードベンダサードベンダWebWebサービスサービス: Amazon Web Service, Google : Amazon Web Service, Google 
Web API Services, Web API Services, ほかほか

従来のコンポーネント従来のコンポーネント(DLL)(DLL)による拡張との違いによる拡張との違い: : クライアクライア
ント側の変更不要ント側の変更不要(Smart Tag(Smart Tagを使用しない場合を使用しない場合))

参考文献: C. Kunicki, Build Your Own Research Library with Office 2003 and the Google
Web Service API, Mar. 2003, http://http://www.msdn.microsoft.com/library/
default.asp?url=/library/en-us/dnofftalk/html/office03062003.asp

Office サービスプロバイダサービスプロバイダサービスプロバイダ
Word文書
文字列文字列
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SOAの現在
意味に基づくサービスブローカの動的仲介

SOASOAの現在の現在

意味に基づくサービスブローカの動的仲介意味に基づくサービスブローカの動的仲介

単語帳システム

3種類の単語帳Webサービスをブローカで連携
ICDサービス(＠ＩＴ): IT分野の辞書
NetDicV06サービス(三省堂): 辞書一般
SimpleWordBook(研究室で開発): ソフトウェア工学の辞書

単語帳システム単語帳システム

33種類の単語帳種類の単語帳WebWebサービスをブローカで連携サービスをブローカで連携

ICDICDサービスサービス((＠ＩＴ＠ＩＴ): IT): IT分野分野の辞書の辞書

NetDicV06NetDicV06サービスサービス((三省堂三省堂): ): 辞書一般辞書一般

SimpleWordBook(SimpleWordBook(研究室研究室で開発で開発): ): ソフトウェア工学ソフトウェア工学の辞書の辞書

SimpleWordBook

ICDサービス

NetDicV06

SimpleWordBook
Requester

サービスブローカ

サービスブローカ

参考文献参考文献: : 中村中村 一仁，柘植一仁，柘植 亮人，青山亮人，青山 幹雄，価値を用いた幹雄，価値を用いたWebWebサービスの動的連携ブローカとそのサービスの動的連携ブローカとその
評価，情報処理学会ソフトウェア工学研究会，評価，情報処理学会ソフトウェア工学研究会，Vol. 2003Vol. 2003--SESE--144, 2004144, 2004年年33月月, pp. 123, pp. 123--130. 130. 
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SOAの現在
意味に基づくサービスブローカの動的仲介

SOASOAの現在の現在

意味に基づくサービスブローカの動的仲介意味に基づくサービスブローカの動的仲介

意味の信頼度の向上
サービス変換の利用: 意味情報が豊富に, 複数辞書で正しさの確認
ICDサービスとSimpleWordBook: 専門用語(“Apple Computer”
の意味)の意味検索可能
ICDサービス: 歴史などの詳しい情報を取得可能
NetDicV06サービス: “Apple”を拡張した単語・慣用句の検索可能

意味の信頼度の向上意味の信頼度の向上
サービス変換の利用: 意味情報が豊富に, 複数辞書で正しさの確認
ICDサービスとSimpleWordBook: 専門用語(“Apple Computer”
の意味)の意味検索可能
ICDサービス: 歴史などの詳しい情報を取得可能
NetDicV06サービス: “Apple”を拡張した単語・慣用句の検索可能

ICDサービス

NetDicV06

SimpleWordBook

apple

applecart
applejack

Apple

ADB 
(Apple Desktop Bus) 「Apple Computer」

の意味
「りんご」の意味

など

例: “apple”を検索語とした部分一致検索の結果
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3. SOAはどこへ向かうのか?3. 3. SOASOAはどこへ向かうのかはどこへ向かうのか??
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コンピューティングシステムコンピューティングシステム
サービスの提供実体サービスの提供実体

SOAはどこへ向かうのか?
ビジネスとサービス(アーキテクチャ)とのギャップ

SOASOAはどこへ向かうのかはどこへ向かうのか??
ビジネスとサービスビジネスとサービス((アーキテクチャアーキテクチャ))とのギャップとのギャップ

抽象度とアーキテクチャのギャップを埋める
ビジネスゴールからSOC/SOAへの体系的展開

巨大化・複雑化しつつあるSOC/SOA技術スタック
SOC/SOAの多様な技術のパッケージ化の必要性

抽象度とアーキテクチャのギャップを埋める
ビジネスゴールからSOC/SOAへの体系的展開

巨大化・複雑化しつつあるSOC/SOA技術スタック
SOC/SOAの多様な技術のパッケージ化の必要性

コンピューティング空間
(コンポーネントなど)
コンピューティング空間コンピューティング空間
(コンポーネントなど)

検索検索検索
認証認証認証

カタログカタログカタログ
プロファイルプロファイルプロファイル

ネゴシエーションネゴシエーションネゴシエーション

ビジネスシステムビジネスシステム
ビジネスプロセスなどビジネスプロセスなど

サービスサービス指向ソフトウェア指向ソフトウェア
サービスとその組合せサービスとその組合せ

ビジネス空間

サービス空間サービス空間
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SOAはどこへ向かうのか?
サービスによるシステム統合方法論

SOASOAはどこへ向かうのかはどこへ向かうのか??
サービスによるシステム統合方法論サービスによるシステム統合方法論

統合方法論の必要性: 体系化が未熟
ビジネス空間からサービス空間への整合性のある展開

アーキテクチャ設計が鍵(プロセス, 表記法, 評価法)
アーキテクチャ不整合(Architecture Mismatch)の問題

統合方法論の必要性統合方法論の必要性: : 体系化が未熟体系化が未熟

ビジネス空間からサービス空間への整合性のある展開ビジネス空間からサービス空間への整合性のある展開

アーキテクチャ設計が鍵アーキテクチャ設計が鍵((プロセスプロセス, , 表記法表記法, , 評価法評価法))
アーキテクチャ不整合アーキテクチャ不整合(Architecture Mismatch)(Architecture Mismatch)の問題の問題

サービス空間
統合アーキテクチャ=サービス指向アーキテクチャ(SOA)

を基礎とする標準ソフトウェアアーキテクチャ

ビジネス空間

ビジネス分析(As-Is, To-Be)ビジネス分析(As-Is, To-Be)

ビジネスアーキテクチャ
ビジネスプロセス, ビジネスルール, 情報モデル

ビジネスアーキテクチャ
ビジネスプロセス, ビジネスルール, 情報モデル

ビジネス(プロセス)
モデル化技術

アーキテクチャ整合

サービスA
(システムA)
サービスA

(システムA)
サービスB

(システムB)
サービスB

(システムB)アーキテクチャ整合

サービス(システム)
組み合わせ技術

(統合の)ビジネスゴール(統合の)ビジネスゴール
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SOAはどこへ向かうのか?
サービスによるシステム統合方法論

SOASOAはどこへ向かうのかはどこへ向かうのか??
サービスによるシステム統合方法論サービスによるシステム統合方法論

ソフトウェア工学の新たな課題: 総合的アーキテク
チャ設計の重要性

ビジネスゴールを実現するアーキテクチャ設計方法論

ビジネスモデル化の方法

ビジネスモデルに基づくサービス設計: 分析・設計から検証まで
動的特性の設計と検証, 動的参画のモデル

意味情報の扱い: セマンティックWebサービス
(ビジネス)オントロジー
ドメイン固有の語彙

アプリケーションとの適性

コンポーネント組み込みvsサービス組み合わせ

ソフトウェア工学の新たな課題ソフトウェア工学の新たな課題: : 総合的アーキテク総合的アーキテク

チャチャ設計の重要性設計の重要性

ビジネスゴールを実現するアーキテクチャ設計方法論ビジネスゴールを実現するアーキテクチャ設計方法論

ビジネスモデル化の方法ビジネスモデル化の方法

ビジネスモデルに基づくビジネスモデルに基づくサービスサービス設計設計: : 分析・設計から検証まで分析・設計から検証まで

動的特性の設計と検証動的特性の設計と検証, , 動的参画のモデル動的参画のモデル

意味情報の扱い意味情報の扱い: : セマンティックセマンティックWebWebサービスサービス

((ビジネスビジネス))オントロジーオントロジー

ドメイン固有の語彙ドメイン固有の語彙

アプリケーションとの適性アプリケーションとの適性

コンポーネント組み込みコンポーネント組み込みvsvsサービス組み合わせサービス組み合わせ
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SOAはどこへ向かうのか?
Webサービスによるビジネスプロセスのモデル化

SOASOAはどこへ向かうのかはどこへ向かうのか??
WebWebサービスによるサービスによるビジネスプロセスビジネスプロセスののモデルモデル化化

Webサービスを組み合わせたビジネスの実現
Webサービスを組み合せる機構の必要性

WSDL(portType):状態を持たない静的インタフェース定義
ビジネスプロセスからWebサービスへの整合性のある展開
ビジネスプロセスモデリング言語(BPML)
ビジネスプロセス＝実行の流れ(ワークフローモデル)が中心

Orchestration(編成), Choreography(振付け)
スコープなどの制御[BPEL]

Abstract/Executable Process
Public/Private Process 
Atomic/Complex Activity

新たな機構の必要性
動的参画

WebWebサービスを組み合わせたビジネスの実現サービスを組み合わせたビジネスの実現
WebWebサービスサービスをを組み合せ組み合せるる機構の必要性機構の必要性

WSDL(portTypeWSDL(portType):):状態を持たない静的インタフェース定義状態を持たない静的インタフェース定義

ビジネスプロセスからビジネスプロセスからWebWebサービスへの整合性のある展開サービスへの整合性のある展開

ビジネスプロセスビジネスプロセスモデリング言語モデリング言語(BPML)(BPML)
ビジネスプロセス＝実行の流れビジネスプロセス＝実行の流れ((ワークフローモデルワークフローモデル))が中心が中心

Orchestration(Orchestration(編成編成), Choreography(), Choreography(振付け振付け))
スコープスコープなどの制御などの制御[BPEL][BPEL]

Abstract/Executable ProcessAbstract/Executable Process
Public/Private Process Public/Private Process 
Atomic/Complex ActivityAtomic/Complex Activity

新たな機構の必要性新たな機構の必要性
動的参画動的参画

販売販売(Public Process)(Public Process)
購入者購入者購入者 販売者販売者販売者

販売者(Private Process)販売者販売者(Private Process)(Private Process)

認証認証認証 在庫管理在庫管理在庫管理 売上管理売上管理売上管理

BPML: Business Process Modeling LanguageBPML: Business Process Modeling Language
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サービスブローカサービスブローカ
サービスの組合せサービスの組合せ
((設計支援設計支援++実行実行) ) 

ビジネス分析ビジネス分析((ビジネス空間ビジネス空間) ) 
パターンによるビジネスプロセスパターンによるビジネスプロセス

の部品化と再利用の部品化と再利用

SOAはどこへ向かうのか?
サービスを組合せたビジネスプロセス設計法

SOASOAはどこへ向かうのかはどこへ向かうのか??
サービスを組合せたビジネスプロセス設計法サービスを組合せたビジネスプロセス設計法

サービスを組合せたビジネスプロセス分析・設計方法サービスを組合せたビジネスプロセス分析・設計方法サービスを組合せたビジネスプロセス分析・設計方法

ビジネスプロセスの
プログラム(実行可能)記述

[BPEL]

ビジネスプロセスの
プログラム(実行可能)記述

[BPEL]

ビジネス
パターン分類

統合(組合せ)
パターン分類

サービスディレクトリ
品質等の情報

ソリューションダイアグラム
(ビジネス構造の表現)

サービス
プロバイダ
群

サービス
プロバイダ
群

サービス
プロバイダ
群

サービス仲介機構

サービス設計支援
(組合せ) サービス

リクエスタ
群

サービス
リクエスタ
群

サービス
リクエスタ
群

ビジネスパターンに基づくビジネスパターンに基づく
WebWebサービス開発法サービス開発法

付加価値サービスブローカ付加価値サービスブローカ
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SOAはどこへ向かうのか?
ビジネスとサービス(アーキテクチャ)とのギャップ

SOASOAはどこへ向かうのかはどこへ向かうのか??
ビジネスとサービスビジネスとサービス((アーキテクチャアーキテクチャ))とのギャップとのギャップ

ソフトウェアビジネスの変化
ソフトウェアの二つの顔: プロダクトとサービス
プロダクトからサービス化へ: SI, ソリューション

ソフトウェアビジネスの変化ソフトウェアビジネスの変化
ソフトウェアの二つの顔ソフトウェアの二つの顔: : プロダクトとサービスプロダクトとサービス

プロダクトからサービス化へプロダクトからサービス化へ: SI, : SI, ソリューションソリューション

個別
ソフトウェア
個別

ソフトウェア

業務アプリ
ケーション
業務アプリ
ケーション

業務

企業

ネットワーク
(B2B, B2C)

受託開発 パッケージ販売

業務パッケージ
(例：販売管理)
業務パッケージ
(例：販売管理)

企業パッケージ
(例：ERP)

企業パッケージ
(例：ERP)

サービス技術
Webサービス,

ASP(xSP),
iDC

[レンタル/
リース]

サービス技術
Webサービス,

ASP(xSP),
iDC

[レンタル/
リース]

サービス提供

機能

企業間連携パッケ
ージ(例：SCM)
企業間連携パッケ
ージ(例：SCM)

企業アプリ
ケーション
企業アプリ
ケーション

ス
コ
｜
プ
の
広
が
り

現在のポートフォリオ 今後のポートフォリオ今後のポートフォリオ

作業量ビジネス 売切りビジネス 使用量ビジネス
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SOAはどこへ向かうのか?
Webサービス関連国内外の学会・標準化

SOAはどこへ向かうのか?
Webサービス関連国内外の学会・標準化
標準化: 2つのコミュニティ(?)

W3C(プラットフォーム?), OASIS(アプリケーション?)
研究: 2つのコミュニティ(?)

Webサービス⇒ソフトウェア工学, オブジェクト指向
セマンティックWeb ⇒ データモデリング&人工知能

Webサービス
国内: 情報処理学会ソフトウェア工学研究会ほか, XMLコンソーシアム, 
情報サービス産業協会Webサービス技術委員会[2002~3年度]
(http://www.jisa.or.jp/committee/websrv2/)
海外: 
総合的会議: OOPSLA(オブジェクト指向), ICSE(ソフトウェア工学), 
WWW(インターネット), XML(XML)
専門国際会議: ICSOC (Int’l Conf. on Service-Oriented 
Computing, http://www.icsoc.org/ [2004年11月15-19日, 
New York]

標準化標準化: 2: 2つのコミュニティつのコミュニティ(?)(?)
W3C(W3C(プラットフォームプラットフォーム?), OASIS(?), OASIS(アプリケーションアプリケーション?)?)

研究研究: 2: 2つのコミュニティつのコミュニティ(?)(?)
WebWebサービス⇒ソフトウェア工学サービス⇒ソフトウェア工学, , オブジェクト指向オブジェクト指向

セマンティックセマンティックWeb Web ⇒⇒ データモデリングデータモデリング&&人工知能人工知能

WebWebサービスサービス
国内国内: : 情報処理学会ソフトウェア工学研究会情報処理学会ソフトウェア工学研究会 ほかほか, XML, XMLコンソーシアムコンソーシアム, , 
情報サービス産業協会情報サービス産業協会WebWebサービス技術委員会サービス技術委員会[2002~3[2002~3年度年度]]
(http://www.jisa.or.jp/committee/websrv2/)(http://www.jisa.or.jp/committee/websrv2/)
海外海外: : 
総合的会議総合的会議: OOPSLA(: OOPSLA(オブジェクト指向オブジェクト指向), ICSE(), ICSE(ソフトウェア工学ソフトウェア工学), ), 
WWW(WWW(インターネットインターネット), XML(XML)), XML(XML)
専門専門国際会議国際会議: ICSOC (Int: ICSOC (Int’’l Conf. on Servicel Conf. on Service--Oriented Oriented 
Computing, Computing, http://www.icsoc.org/http://www.icsoc.org/ [2004[2004年年1111月月1515--1919日日, , 
New York]New York]
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SOAはどこへ向かうのか?
研究開発戦略の必要性

SOASOAはどこへ向かうのかはどこへ向かうのか??
研究開発戦略の必要性研究開発戦略の必要性

米国からの技術輸入に依存

日本からの技術発信は極めて稀

開発方法論の欠如

技術の複雑度

例: ライトウェイトなWebサービス(SOC/SOA)

新たなアプリケーションの台頭と研究開発・技術
差別化の機会

モバイルサービス

サービスの動的発見・結合が本質的

組込み/ユビキタスサービス
ネットワーク家電, 車載システムなど

米国からの技術輸入に依存米国からの技術輸入に依存

日本からの技術発信は極めて稀日本からの技術発信は極めて稀

開発方法論の欠如開発方法論の欠如

技術の複雑度技術の複雑度

例例: : ライトウェイトなライトウェイトなWebWebサービスサービス(SOC/SOA)(SOC/SOA)

新たなアプリケーションの台頭と研究開発・技術新たなアプリケーションの台頭と研究開発・技術
差別化の機会差別化の機会

モバイルサービスモバイルサービス

サービスの動的発見・結合が本質的サービスの動的発見・結合が本質的

組込み組込み//ユビキタスサービスユビキタスサービス

ネットワーク家電ネットワーク家電, , 車載システムなど車載システムなど
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まとめまとめまとめ

SOAの来た路: 技術とビジネスでI(統合)が鍵となる
分散オブジェクト環境/EAIからサービスへ
独立性の高いアーキテクチャ(とインタフェース)
付加価値の増大: 組織内から組織間ビジネスプロセス統合

SOAを活かす開発技術の必要性
ビジネスからSOC/SOAへ展開できるアーキテクチャ・設計技
術

SOC/SOAの普及
SOC/SOAに適したアプリケーションと実践パターン
日本的ビジネスプロセス統合のあり方=ビジネス慣行

SOASOAの来た路の来た路: : 技術とビジネスで技術とビジネスでI(I(統合統合))が鍵となるが鍵となる
分散オブジェクト環境分散オブジェクト環境/EAI/EAIからサービスへからサービスへ

独立性の高いアーキテクチャ独立性の高いアーキテクチャ((とインタフェースとインタフェース))
付加価値の増大付加価値の増大: : 組織内から組織間ビジネスプロセス統合組織内から組織間ビジネスプロセス統合

SOASOAを活かす開発技術の必要性を活かす開発技術の必要性
ビジネスからビジネスからSOC/SOASOC/SOAへ展開できるアーキテクチャ・設計技へ展開できるアーキテクチャ・設計技
術術

SOC/SOASOC/SOAの普及の普及
SOC/SOASOC/SOAに適したアプリケーションと実践パターンに適したアプリケーションと実践パターン

日本的日本的ビジネスプロセスビジネスプロセス統合のあり方統合のあり方==ビジネス慣行ビジネス慣行


